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＊11月　の　税　金　＊

国民健康保険税（第3期）　納期11月16日（金）一11月30日（金）

こ　の社会　あなたの税が　生き　てい　ま　す

遠
賀
中
央
公
民
館
前
バ
ス
停
で

第
三
回
菊
花
展
示
会



不明な点は
役場国保年金係

内276へどうぞ℡（293〉12鋤

）〇
人
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（餌圃西⑱℡

整
斉
を
宣
告
茎
を
争
蛋
雲
量
を
蛋
霊
斉
を
争
墜

鵬
国
　
民
　
年
　
金
酷

さ
せ
せ
せ
せ
せ
せ
せ
せ
や
昏
せ
せ
せ
せ
や
せ
せ
ぜ
せ
せ
母

Ⅱ
月
は

「
国
民
年
金
制
度
推
進
月
間
」
で
す

国
民
年
金
制
度
を
よ
り
よ
い
制
度
に
発

展
、
充
実
さ
せ
る
た
め
、
国
民
年
金
の
内
容

や
仕
組
み
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
う
と
と
も

に
、
制
度
に
対
す
る
理
解
を
一
層
深
め
て
い

た
だ
く
た
め
の
月
間
で
す
。

暮
ら
し
を
支
え
る

国
民
年
金

さ
き
に
厚
生
省
が
発
表
し
た
我
が
国
の
平

均
幕
は
、
男
七
十
四
・
二
〇
歳
、
女
七
十

九
・
七
八
歳
と
な
り
世
界
一
の
長
寿
国
に
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
我
が
国
が
本

欝
な
高
齢
化
社
会
を
迎
え
老
後
の
生
活
が

益
々
長
く
な
る
こ
と
を
憩
味
し
、
年
金
制
度

を
抜
き
に
し
て
は
考
え
ら
れ
な
く
な
り
ま
し

た。
国
民
年
金
は
、
農
林
漁
業
、
サ
ー
ビ
ス
葉

な
ど
の
自
営
業
の
方
と
そ
の
家
旗
を
対
象
に

昭
和
三
十
六
年
に
実
施
さ
れ
、
こ
れ
よ
り
我

が
国
で
国
民
皆
年
金
が
実
現
し
、
だ
れ
で
も

が
い
ず
れ
か
の
年
金
制
度
に
加
入
す
る
こ
と

に
な
っ
た
わ
け
で
す
。

福
岡
県
で
は
、
現
在
九
十
四
万
人
が
国
民

年
金
に
加
入
し
、
四
十
万
人
が
年
間
一
、
二

四
二
億
円
の
年
金
を
受
給
し
、
お
年
寄
り
を

は
じ
め
、
身
体
に
障
害
の
あ
る
人
や
一
家
の

働
き
手
を
失
っ
た
人
々
の
庄
藩
を
支
え
る
大

き
な
柱
と
し
て
役
立
っ
て
い
ま
す
。

将
来
年
金
を
受
け

る
た
め
に
は

国
民
年
金
制
度
推
進
月
間
を
横
会
に
、
あ

な
た
の
将
来
の
年
金
の
権
利
を
守
る
三
つ
の

大
切
な
こ
と
（
毎
会
一
一
原
則
）
を
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。

1
加
入
し
て
ま
す
全
員
で
〃
‥

国
民
皆
年
金
と
い
う
こ
と
は
、
だ
れ
に
で

も
将
来
の
年
塗
を
約
束
し
て
い
る
よ
う
で
す

が
、
毎
金
制
度
に
加
入
し
て
い
な
い
人
に
は

あ
て
は
ま
り
ま
せ
ん
。
国
民
年
金
は
、
自
営

業
者
な
ど
を
対
象
と
し
て
い
る
た
め
、
自
分

で
届
出
る
必
要
が
あ
り
ま
す
二
一
十
歳
に
な

っ
た
人
、
会
社
等
の
勤
め
を
や
め
た
人
は
、

届
出
が
な
い
と
蓋
制
度
か
ら
と
り
残
さ
れ

ま
す
。
将
来
に
悔
い
を
残
さ
ぬ
よ
う
、
も
れ

な
く
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

2
完
納
し
て
ま
す
保
険
料
〃

国
民
年
金
で
は
、
保
険
料
を
納
め
た
期
間

と
、
保
険
料
の
免
除
を
受
け
た
と
き
は
、
そ

の
期
間
を
合
せ
た
期
間
が
原
則
と
し
て
二
十

五
年
（
昭
和
五
年
四
月
一
日
以
前
生
ま
れ
の

人
は
短
縮
ざ
れ
ま
す
）
な
け
れ
ば
老
齢
年
金

は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
保
険
料
を
納
め
て
こ

そ
年
金
を
受
け
る
権
利
が
保
障
さ
れ
ま
す
。

な
お
当
然
加
入
の
人
で
、
生
活
が
苦
し
く

て
納
め
ら
れ
な
い
場
合
は
、
保
険
料
の
免
除

と
い
－
つ
制
度
が
あ
り
ま
す
。

3
相
談
し
て
ま
す
疑
問
点
〃
‥

我
が
国
の
年
金
制
度
は
、
国
民
年
金
、
厚

生
年
金
保
険
、
共
済
組
合
の
三
浬
類
に
分
か

れ
て
い
ま
す
。

年
金
制
度
の
し
く
み
は
、
や
さ
し
い
よ
う

で
す
が
、
い
ろ
い
ろ
の
特
例
な
ど
が
あ
っ
て

か
な
り
複
雑
で
す
。
隣
人
、
友
人
か
ら
聞
い

た
こ
と
や
、
知
人
の
例
な
ど
で
自
分
な
り
の

理
解
を
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す

が
、
不
測
の
事
故
や
、
年
金
を

受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
な
い
よ

う
に
、
不
明
な
点
、
疑
問
の
点

は
一
人
合
点
し
な
い
で
役
場
国

保
年
金
係
や
、
社
会
保
険
謡
務

所
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

（
㈲
）
（
㈲
）
㊥
（
㊤

①
国
が
事
務
費
を
負
担
し
て
い
ま
す
。

②
物
価
が
上
る
と
年
金
も
上
り
ま
す
。

⑧
母
子
年
金
や
寡
婦
年
金
な
ど
の
遺
族
給
付
が
あ
り
ま
す
。

④
病
気
や
ケ
ガ
の
と
き
は
障
害
年
金
が
あ
り
ま
す
。

⑤
住
宅
資
金
の
融
資
を
う
け
ら
れ
ま
す
。

⑥
園
が
年
金
給
付
の
十
を
負
担
し
て
い
ま
す
。

⑦
国
民
年
金
俣
葉
セ
ン
タ
ー
の
利
用
が
で
き
ま
す
。

福
祉
年
金
証
書
を

交
付
し
ま
す

八
月
に
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
老
齢
（
ま
た
は
障

害
）
福
祉
年
金
証
書
を
交
付
し
ま
す
の
で
、
受
給
権
者

は
、
先
に
お
渡
し
し
て
い
ま
す
年
金
証
書
保
管
蕾
と
年
金

証
書
に
押
印
し
て
あ
る
印
鑑
を
持
参
し
て
、
役
場
国
保
年

金
係
で
十
一
月
十
六
日
ま
で
に
年
金
証
書
の
交
付
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

十
二
月
支
払
鵜
の
福
祉
年
金
は
、
十
一
月
十
二
日
か
ら

指
定
の
郵
便
局
で
受
領
で
き
ま
す
。

▽
注
惣

①
年
金
証
書
保
管
証
を
紛
失
き
れ
ま
す
と
再
度
来
庁
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
も
な
り
ま
す
の
で
、
よ
く
探
し
て

く
だ
さ
い
。

⑧
印
鑑
は
、
年
金
馨
に
押
印
し
て
あ
る
も
の
を
必
ず

持
参
し
て
、
朱
肉
の
つ
ま
り
を
よ
く
除
去
し
て
鮮
明
な

押
印
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

⑤
年
金
証
書
に
押
印
し
て
あ
る
印
鑑
が
、
き
掴
、
ま
減

し
て
い
る
も
の
や
、
同
一
の
も
の
が
多
く
販
売
さ
れ
て

い
る
通
攣
一
文
判
と
い
わ
れ
て
い
る
も
の
は
、
年
金
の

受
領
印
と
し
て
は
不
適
当
で
す
の
で
、
早
め
に
改
印
届

を
し
て
く
だ
さ
い
。

改
印
届
に
は
、
新
旧
両
方
の
印
鑑
を
必
ず
持
参
く
だ

さい。

⑪
代
理
人
が
年
金
証
書
の
交
付
を
受
け
に
来
庁
さ
れ
る

と
き
は
、
年
金
証
書
保
管
証
の
委
任
状
の
榊
に
は
必
ず

所
定
の
郵
項
を
記
入
押
印
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
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謹めl諭そう〝すばれ≡攣轟 
，撹　　第19回 
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㊥轄嘗観整鵠3時
く垂直つ芦屋町ボート場

く三重つ遠賀郡農業振興連絡協議会

＜主＞　＜な＞ �＜行＞　＜事＞ 

記念式典（収穫感謝祭、各種表彰） 農畜産物共進会（諷果物・花井、そ） � 

演　芸　会（舞踊・民謡、その他） カラオケ大会 �水産コーナー（新鮮お魚を格安で　） 

子供コーナー（謀議諜） 誉雪質誓（讃馨露穣） �植木、苗木即売（産地から大壷入荷） 農機景：忠勤薫（讃型縄自動車、農） 農産加工品即売（擬壷課の生醐会） 

農産物即売（難産新鮮酸類を格） �乳製品の即売（チーズバター、牛乳） 

み
ん
な
で

来
て
ね
！



虎 児 

）4（御心
的篇〕四境

獣
の
合
音
火
焚
書
職
種
動

日
月
2
6
日
～
1
2
月
2
日

十
一
月
二
十
六
日
（
月
）
か
ら
十
二
月
二

日
（
日
）
ま
で
は
「
秋
の
全
国
火
災
予
防
連

動
」
の
期
間
で
す
。

今
年
は
「
．
あ
と
で
．
よ
り
．
い
ま
．
が

大
切
火
の
始
末
」
を
統
一
標
語
に
一
週
間
、

火
災
予
防
連
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

火
災
が
発
生
し
や
す
い
気
候
に
加
え
て
象

庭
で
も
火
の
気
を
使
う
総
会
が
多
く
な
り
ま

す
。
気
詩
を
引
き
し
め
ま
し
ょ
う
。

サ
イ
レ
ン
吹
鴫
を
行
い
ま
す

こ
の
湖
間
中
、
午
前
七
時
と
午
後
八
時
の

二
回
に
わ
た
り
、
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
を
各
一
分

間
行
い
ま
す
。

家
庭
教
育
指
導
者
研
究
協
議
会
を
開
き
ま
す

日
常
生
活
で
の
養
育
行
動
の
問
題
怪
を
探
　
▽
対
象
家
庭
教
育
学
級
の
リ
ー
ダ
ー
、

り
、
拳
朋
者
の
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
解
決
　
　
　
　
交
雑
隼
P
T
A
、
婦
人
団
体

方
策
を
研
究
職
韻
す
る
目
的
で
開
催
し
ま
　
　
　
　
の
役
員
・
会
員
、
学
校
教
育
関

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
係
者
、
そ
の
他
家
庭
教
育
に
関

▽
日
　
時
昭
和
的
年
1
1
月
5
0
日
（
金
）
　
　
　
　
　
心
の
あ
る
者

受
付
　
9
時
　
　
　
　
　
　
▽
差
値
福
岡
県
教
育
委
員
会

開
会
　
0
0
時
　
　
　
　
　
　
▽
研
究
テ
ー
マ
　
「
今
、
親
に
求
め
ら
れ
て

▽
場
所
英
公
民
館
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
る
も
の
」

昭
和
0
0
年
度
身
障
者
職
業
訓
練
生
の
募
集

身
障
者
が
職
業
人
と
し
て
社
会
参
加
で
き
　
▽
訓
練
校
福
岡
身
体
陣
富
者
訓
練
校
中

る
よ
う
に
す
る
目
的
の
学
校
で
す
。
　
　
　
　
　
倉
北
区
澱
（
9
2
ュ
）
2
6

義
務
教
育
修
了
、
ま
た
は
同
程
度
の
学
力
　
　
　
　
0
0

が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
身
障
者
で
技
能
修
得
　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
遠
宙
霜
祉
郵
務
所

の
上
、
就
職
を
希
望
す
る
者
が
対
象
で
す
。
詣
（
6
0
1
）
2
1
2
1
へ
ど
う
ぞ
。

弓
道
教
室
生
の
募
集

遠
賀
町
弓
道
助
が
総
合
運
動
場
公
園
内
に

十
一
月
六
日
完
成
し
ま
し
た
が
、
今
回
初
心

者
を
対
象
に
弓
道
教
室
を
開
き
ま
す
。

▽
日
　
時
昭
和
弱
年
Ⅱ
月
2
0
日
－
1
2
月
ュ
5

日
の
毎
週
、
火
曜
・
木
田
・
土

曜
の
十
二
回
コ
ー
ス

・
午
前
の
部
∴
m
時
～
1
2
時

・
午
後
の
部
　
1
9
時
～
2
1
時

▽
場
　
所
　
遠
賀
町
弓
道
場

▽
指
∴
導
　
町
弓
道
茜
有
段
者

▽
受
諾
科
千
円

▽
主
　
催
　
町
弓
道
連
盟
・
数
葺
姿
見
会

▽
申
込
締
切
　
日
月
ュ
8
日
ま
で

▽
申
込
先
社
会
教
育
課
体
育
係

＄
（
2
9
3
）
5
4
3
4

中
小
企
業
経
営
の
方
へ

中
小
企
業
設
備
貸
与
制
度
、

先
鯨
投
信
等
貸
与
制
度

彊
擬
を
導
入
し
て
作
業
工
程
の
合
理

化
や
生
産
性
の
向
上
を
図
り
た
い
と
き
、

（
財
）
福
岡
県
市
中
企
発
露
貸
与
協
会
で

は
、
そ
の
設
備
嘉
望
さ
れ
る
機
械
設
備
メ

ー
カ
ー
ま
た
は
商
社
か
ら
、
現
金
で
購
入

し
、
塁
期
低
利
の
分
割
払
に
よ
り
中
小
企
業

者
の
方
に
買
い
取
っ
て
い
た
だ
く
制
度
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
遠
賀
町
商
工
会
　
館

（
2
9
3
）
0
1
6
5
へ
ど
う
ぞ
。

消
費
生
活
相
談

▽
期
　
日
　
日
月
詔
日
（
木
）

▽
時
　
間
　
⊥
3
時
5
0
分
～
1
6
時

▽
場
所
　
公
民
館
別
館
嫁
の
聞

濁
（
2
9
3
）
1
2
3
8

▽
相
談
役
　
消
鼓
生
議
員

林
　
初
代
（
尾
崎
）

副
田
美
代
子
（
広
渡
）

な
ん
で
も
、
お
気
軽
に
こ
相
談
く
だ
さ

私
の
ま
ち

写
真
コ
ン
テ
ス
ト

▽
サ
イ
ズ
　
白
黒
、
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
で
サ

ー
ビ
ス
判
以
上
四
ツ
切
ま
で

▽
締
切
　
昭
和
5
0
年
1
2
月
末
日
消
師
ま
で

▽
送
り
先
東
京
都
文
京
区
本
郷
1
丁
目
2
5

番
2
号
明
幸
ビ
ル
　
（
社
）
日
本

交
通
計
画
協
会
内
第
二
回
私
の

ま
ち
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
郵
務
局

詳
細
は
、
役
場
建
設
課
都
市
整
備
係
へ
。



（5）庭⑬西の紺　　　　　　　　　　　　　　第350号

騒闇勢強暴霊泉政∵

別浅新木著述芙旧機上菓鬼中虫広尾

府木田守訟麗容停諸悪津央蓋波崎

交遁事故のご椙談は

お気軽にどうぞ

無料でご椙談に庵じております

午尉9時半～午後4時40分

土曜日は正午まで（第2土曜日は休みます）

㊧専門の椙談昌が親身になってご相談に応じます

◎弁種士椙戦目：衛言合〇日手緩1瞭－4暗

社団法人日本損害保険協会

小倉自動車保険諸求椙談センター
北九州市小倉北匿紺魔町9－1

明治牝命′ト禽ビル8勝　小倉鵜発奮勝所内

℡（521）2140（瞳通）（瓢1月531

電話のご相談もお受けします

第
2
回
遠
賀
町
民
体
育
大
会

第
二
回
遠
賀
町
民
体
育
大
会
の
少
年
相
撲
競
技
が
十
月
十
四
日
に

木
守
区
相
撲
場
で
、
ま
た
、
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
輔
饗
が
十

月
二
十
百
遠
賀
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
結
果
は
、
少
年
相
撲
は
虫
生
津
チ
ー
ム
が
、

家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
鬼
津
チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。

少
年
相
撲
競
技

◎
団
体
戦
の
部

－小学生－

優
勝
虫
生
津

準
優
勝
　
木
　
守

三
　
位
　
広
援
A

浅
木
B

⊥岬学生－
優
勝
　
虫
生
津

準
優
勝
　
尾
　
崎

三
　
位
　
広
　
波

ムチ種鼻の劇優

准
看
護
婦
学
生
募
集

動
労
学
生
に
有
利
な
学
校
で
す
。

家
庭
の
主
婦
で
萩
あ
る
人
は
、
進
ん
で

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
（
象
山
・
育
児
に
煩

わ
さ
れ
な
い
人
）

合
格
者
は
原
則
と
し
て
医
額
関
に
就
職

し
、
沈
藷
助
手
と
し
て
働
き
な
が
ら
通
学
し

ます。
▽
募
集
人
員
　
三
十
名

▽
教
育
期
間
　
二
年

▽
入
学
資
格
中
卒
ま
た
は
璽
以
上
の
者

で
実
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者

▽
願
書
受
付
　
昭
和
0
0
年
1
月
1
日
～
2
月

1
8
日

▽
入
学
試
験
　
2
月
2
0
日

詳
細
に
つ
い
て
は
、
遠
賀
中
間
医
師
会
証

醤
馨
専
修
学
校
∴
＄
（
2
0
1
）
3
4
6

3
へ
ど
う
ぞ
。

国
の
進
学
ロ
ー
ン
の
案
内

▽
利
用
で
き
る
人
　
高
校
、
高
専
、
専
修
学

校
、
短
大
、
大
学
な
ど
に
進
学

す
る
人
の
父
烏
か
本
人
（
勤
労

学
生
な
ど
の
場
合
）
で
年
収
六

百
万
円
以
内
の
人

▽
触
資
顆
　
進
学
者
一
人
当
た
り
五
十
万
円

以
内

▽
返
済
期
間
進
学
先
の
修
薬
年
限
以
内
で

最
長
四
年

▽
貸
付
利
率
　
年
七
・
六
弟

▽
返
済
方
法
　
毎
月
元
利
均
等
返
済

▽
申
込
期
間
　
昭
和
約
年
n
月
～
0
0
隼
4
月

50日

詳
細
に
つ
い
て
は
、
国
民
金
融
公
庫
八
幡

支
店
∴
八
幡
西
区
黒
崎
3
の
1
の
1
　
国
民

金
融
公
庫
八
幡
支
出
融
資
相
識
窓
口
一
番

舘
（
6
4
1
）
7
1
1
5
へ
ど
う
ぞ
。

◎
個
人
戦
の
部
（
優
勝
者
の
み
）

i
I
小
学
生
－

一
年
　
中
西
壁
一
（
尾
　
崎
）

二
年
　
小
出
賢
治
（
上
別
府
）

三
年
　
四
海
由
和
（
東
和
宛
）

四
年
　
神
代
　
魂
（
上
別
府
）

五
年
　
吉
末
和
昭
（
虫
生
津
）

六
年
　
宮
原
秀
樹
（
松
ノ
木
）

I
中
学
生
－

総
合
　
津
幡
裕
司
（
出
生
津
）
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秋空のもと、サイクリスト172名が参加

第6回福岡県センチュリーラン

遠賀大会開かれる
10月21日、遠賀町で第6回福岡県センチュリーラン遠賀大会

が開催されました。この大会は、00展を4時間以内で完走する

ハーフセンチュリーAと、160属を8時間以内で完走するセン

チュリーBがあり、女性を含む県内外から172名が参加しまし

たo朝8時30分のスタートで、Aコースは、遠賀町→芦屋→福

間→三坂峠→徳丸→宮田→音律→中間→遠賀町をまたBコース

は、遠賀町→三坂晦→幸袋→桂Ilト嘉穂→田IIト直方→遠賀町

のコースを走りました。

顔緬礎通路

下り（衡芦屋軸）時刻上り（謹慰謝 ���－ l � 
49 �6 �●01　●25　●49 

27　　58 �7 �26　　●37　●54 

37 �8 �△15　　40 

04　　24 �9 �●14　　44 

00　　26　　55 �10 �20　　50 �〔 �中 

26 �11 �△27 �± � 

13　　41 �12 �13　△52 � � 

24　　54 �13 �△21　　50 � 

22 �14 �●27　　●47 

11　57 �15 �14　△48 

18　　49 �16 �14　　53 

17　　47 �17 �26　△45 

15　　47 �18 �●26 

14　　31 �19 �16 

05 �20 �03　　57 

05　　54 �21 �50 

56 �22 �36 

▽
▽
▽
　
出
　
場
　
看
　
貫
　
集
　
中
　
△
△
△

第
2
0
回
　
遠
賀
郡
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

が
行
わ
れ
ま
す

時
　
昭
和
5
9
年
ュ
2
月
9
日
（
自
）

開
会
式
9
時
如
分

中
学
生
ス
タ
ー
ト
1
0
時
0
0
分

一
般
以
上
ス
タ
ー
ト
1
0
時
幻
分

場
岡
垣
町
西
部
公
民
館

▽
主
　
催
　
遠
賀
郡
体
協
　
遠
賀
郡
各
町

▽
後
援
　
遠
賀
郡
各
町
体
協

遠
賀
郡
各
町
馨
曇
白
雲

▽
主
　
管
遠
賀
郡
陸
轟
会

▽
種
　
目

。男子由
学
生
の
郵

一
般
の
部

0
0
蟻
の
蔀

5
0
餞
の
部

0
0
壊
以
上
の
蔀

鑓
歳
以
下
の
部
∴
鵬
恵

5
0
蔵
以
上
の
部
　
9
・
5
患

▽
コ
ー
ス

中
学
生
の
部
∴
内
浦
－
元
松
原
折
返
し

一
般
の
蔀
以
上
　
内
浦
攫
協
的
～
波
津
～

湯
川
－
成
田
山
～
西
部
公
民
館
前

▽
参
加
料
　
中
学
生
　
二
百
円

一
般
以
上
千
円

▽
申
込
方
法
　
種
目
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別

住
所
を
記
入
し
参
加
料
を
添
え

て
申
込
む
こ
と

▽
申
込
締
切
　
n
月
認
日
（
水
）
ま
で

▽
申
込
先
　
遼
費
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
内

第
2
0
回
遠
賀
郡
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
係

趣
（
2
9
3
）
5
4
3
4

十
月
二
十
二
日
か
ら
芦
屋
線
に
行
先
番
号
⑭
遠
賀
川
駅
、
松
ノ

本
経
由
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

経
上
平
詰
日

既
設
⑭
一
斑
∴
防
一
3
3

新
設
⑳
璃
細
朝
一
0
0

行
先
、
の
り
は
、
通
貨
の
お
聞

合
わ
せ
は
西
鉄
テ
レ
ホ
ン
セ
ン
タ

ー
北
九
州
　
舘
（
5
5
1
）
　
l
1

8
1
へ
ど
う
ぞ
。
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続
を
過
賞
町
文
増
す
散
歩

落

葉

の

路

山
糖
の
ハ
せ
が
紅
く
色
つ
き
始
め
、
そ
れ

を
と
り
ま
く
よ
う
に
ス
ス
キ
の
穂
が
美
し
く

風
に
な
び
く
。

爪
先
あ
が
り
の
径
を
ゆ
く
と
左
側
の
通
わ

さ
の
木
の
下
に
「
庚
申
常
夫
」
が
あ
り
、
背

の
人
々
の
道
し
る
べ
だ
っ
た
こ
と
が
思
わ
れ

る。
右
に
少
し
登
る
十
末
々
の
間
に
古
い
基
が

並
ん
で
い
る
。
い
つ
か
き
た
時
、
こ
こ
で
要

地
甚
左
徳
田
の
墓
を
み
つ
け
た
こ
と
を
思
い

出
す
。
苔
む
し
た
義
石
が
物
語
る
も
の
は
何

だ
ろ
う
か
。

「
遠
賀
郡
誌
」
に
よ
る
と
今
泉
神
社
の

処
に
－
在
府
の
宮
人
も
崇
敬
厚
か
り
し
か

は
、
社
殿
も
宏
壮
な
り
し
に
、
永
禄
二
年
大

友
宗
麟
諸
所
の
神
社
を
雑
穀
や
し
時
、
此
社

も
其
災
に
積
り
、
古
器
物
古
文
残
額
悉
く
灰

授
と
な
り
、
社
殿
其
後
は
頑
廃
し
て
、
か
た

計
り
残
り
居
た
る
を
、
小
早
川
隆
景
筑
前
を

鎖
せ
ら
る
る
に
及
び
、
其
臣
委
細
輯
左
補
門

の
千
代
丸
の
城
に
居
ら
し
め
、
御
社
を
も
修

造
せ
し
め
て
専
業
厚
か
り
し
に
、
糞
子
秀
歌

の
代
に
至
り
、
国
を
没
収
せ
ら
る
る
に
至
り

し
か
は
、
要
地
氏
遂
に
比
に
止
ま
り
て
盤
に

帰
せ
り
と
云
－
と
詔
さ
れ
て
い
る
。

千
代
丸
の
集
落
の
入
り
口
の
人
家
の
間
を

通
り
、
急
な
石
段
を
整
っ
た
と
こ
ろ
に
貴
賎

神
社
が
あ
る
。
神
社
に
参
拝
し
、
振
り
返
る

十
南
山
の
緑
の
由
に
点
々
と
紅
葉
が
い
ろ
と

り
を
見
せ
て
、
そ
れ
を
と
り
ま
く
稲
田
は
一

面
に
黄
金
の
波
が
美
し
い
。
と
こ
ろ
と
こ
ろ

に
赤
い
コ
ン
バ
イ
ン
の
姿
が
見
え
、
稲
刈
り

が
は
じ
ま
っ
て
い
る
。

貴
船
神
社
の
萩
山
を
登
っ
て
ゆ
く
と
千
代

丸
城
の
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
木
々
の
関

に
は
、
そ
れ
ら
し
い
も
の
は
何
も
見
当
ら
な

い
。
た
だ
は
け
し
い
ブ
ッ
シ
ュ
が
あ
る
ば
か

り。
元
の
道
に
戻
り
集
落
の
串
を
通
り
ぬ
け
て

ゆ
く
と
、
野
中
池
に
ぶ
つ
か
る
。
さ
び
し
か

歴
史
散
歩
へ
の
お
誘
い

－
遠
賀
町
郷
土
文
化
研
修
会
－

▽
日
　
時
　
昭
和
5
0
年
n
月
1
7
日
（
土
）

9
時
出
発

▽
集
合
場
所
　
遠
賀
川
駅

▽
行
　
先
　
南
方
市

。
多
賀
神
社
－
石
炭
資
料
館
－

南
方
藩
館
跡
－
諸
九
尼
比
翼

塚
－
藩
主
基
地
な
ど

▽
そ
の
他
　
交
通
費
、
昼
食
は
各
自
待
参

の
こ
と
。
会
員
以
外
の
万
も

参
加
歓
迎

遠
賀
町
囲
碁
大
会
が

あ
り
ま
す

広
瀬
公
民
館
囲
碁
ク
ラ
ブ
主
催
の
遠
賀
町

囲
碁
大
会
が
開
か
れ
ま
す
。

多
数
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
日
　
時
　
昭
和
5
0
年
日
月
2
5
日
（
白
）

8
時
5
0
分
集
合

▽
坊
　
所
　
広
陵
公
民
館
ホ
ー
ル

▽
参
加
資
格
　
遼
賀
町
民
も
し
く
は
在
勤
者

▽
会
費
　
千
五
百
円
（
昼
食
の
準
櫛
の
都

合
上
、
申
込
時
に
入
金
の
こ
と
）

▽
申
込
締
切
　
日
月
2
0
日
（
火
）

▽
申
込
先
　
境
涯
∴
織
田
茂
枝

舘
（
2
9
3
）
0
2
2
1

っ
た
こ
の
夏
を
支
え
て
き
た
の
だ
ろ
う
池
の

水
は
少
な
か
っ
た
。
周
囲
の
木
々
も
緑
の
串

に
紅
薬
が
混
り
ひ
と
き
わ
美
し
く
水
の
面
に

映
っ
て
い
る
。

こ
の
池
の
周
辺
に
、
飛
鳥
時
代
の
人
た
ち

が
須
恵
器
を
焼
い
た
窯
跡
が
あ
る
と
聞
い
て

い
る
が
、
い
ま
だ
そ
れ
を
発
見
で
き
な
い
。

池
の
万
へ
下
り
て
ゆ
く
と
古
い
碁
な
ど
あ
っ

て
、
落
糞
を
ふ
む
音
が
さ
び
し
く
ひ
び
く
は

か
り
で
あ
っ
た
。

（
片
山
花
御
史
）
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

▽
期
間
　
日
月
1
日
～
1
2
月
ュ
5
日

▽
場
所
町
内
の
医
院
（
中
間
市
、
遠
賀

郡
内
の
医
院
・
病
院
で
も
可
）

▽
時
間
各
医
院
・
病
院
の
診
療
時
間
内

▽
対
象
者
　
3
歳
以
上
の
希
望
者

▽
接
穂
方
法
一
週
間
か
ら
四
週
間
の
間
隔

壱
お
い
て
一
面
接
種

▽
料
∴
∴
金
二
回
に
つ
き
七
百
三
十
円

。
中
学
生
以
下
、
生
活
保
護
及

び
町
県
民
税
が
均
等
割
額
以

下
の
世
辞
の
人
で
接
種
希
望

者
は
、
役
場
に
印
鑑
を
持
参

し
、
無
料
用
の
問
診
票
を
受

領
の
上
、
撰
謡
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

▽
持
参
品
　
印
鑑
・
料
金

▽
そ
の
他
　
朝
の
体
温
を
削
っ
て
行
く
こ
と

母
親
の
温
か
さ
を
知
る
オ
ツ
パ
イ

′

I

I

1

－

－

、

　

　

　

　

　

　

′

I

l

i

i

l

－

　

　

　

　

　

　

I

I

l

′

i

l

－

赤
ち
ゃ
ん
は
「
母
乳
」
で
育
て
ま
し
ょ
う

鮨
濁
相
談

▽
期
　
日
　
n
月
1
9
日
（
月
）

▽
時
　
間
　
9
時
5
0
分
か
ら
1
0
時
0
0
分
の
聞

に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

▽
場
　
所
役
場
保
健
室

▽
対
象
児
　
生
後
3
～
6
カ
月
児

▽
持
参
品
　
母
子
手
帳

▽
内
　
容
　
体
重
・
身
長
等
の
測
定

賎
乳
食
等
の
相
談

▽
料
　
金
　
無
料

離

乳

食

料

理

実

習

を

行

い

▽
日
　
時
　
Ⅱ
月
如
日
（
火
）
　
　
　
　
　
▽
内
∴
容

ュ
3
時
5
0
分
～
ュ
5
時

▽
場
所
　
中
央
公
民
館
料
理
室

ま
す

の
染
髪
指
導

離
乳
食
料
理
実
習

㈲
家
族
計
画

な
ぜ
母
乳
で
育
て
る
こ
と
を

お
す
す
め
す
る
か
と
い
う
と
…

「
赤
ち
○
ん
は
母
乳
で
育
て
ま
し
ょ
う
」

な
ど
と
言
う
と
、
多
少
の
押
し
っ
け
が
ま
し

さ
を
感
じ
て
、
反
感
を
覚
え
る
方
が
い
ち
っ

L
e
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
れ

だ
け
は
、
ど
う
し
て
も
お
知
ら
せ
し
て
お
き

た
い
の
で
す
。
そ
れ
は
、
「
母
乳
」
と
「
母

乳
に
よ
る
育
児
」
が
い
か
に
優
れ
て
い
る

か
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

ど
れ
だ
け
、
ご
存
じ
で
す
か

母
乳
の
。
良
さ
〟
に
つ
い
て

与
え
る
と
き
温
め
た
り
、
冷
や
す
必
要
が

な
い
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
ー
か
な
り
俗

な
例
で
す
が
、
こ
れ
だ
け
で
も
「
母
乳
」
は

人
工
ミ
ル
ク
に
比
べ
十
分
に
勝
っ
て
い
る
と

言
え
ま
す
。
し
か
し
、
「
母
乳
」
の
良
い
と

こ
ろ
は
、
こ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

母
乳
で
育
つ
と
、
病
気
に

か
か
り
に
く
く
な
り
ま
す

「
母
乳
」
に
は
、
お
母
さ
ん
の
免
疫
体
が

含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
じ
ん
ま
し
ん
な
ど
の

ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
が
蓮
こ
り
に
く
く
な
り
ま

す
。
ま
た
、
抗
菌
性
も
あ
り
、
飲
ん
で
い
る

集
中
希

と
病
気
に
対
す
る
抵
抗
力
が
つ
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
「
母
乳
」
は
、
他
の
食
品
と
比

べ
て
も
、
消
化
が
よ
く
、
栄
養
素
が
バ
ラ
ン

ス
よ
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

お
母
さ
ん
と
の
触
れ
合
い
は

心
の
成
長
に
も
役
立
ち
ま
す

生
ま
れ
て
す
ぐ
の
赤
ち
ゃ
ん
も
、
刺
激
を

受
け
と
る
だ
け
で
な
く
、
働
き
か
け
る
能
力

を
持
っ
て
い
ま
す
。
「
母
乳
」
を
与
え
る
と

き
の
、
肌
の
触
れ
合
い
、
見
つ
め
合
い
、
そ

し
て
お
母
さ
ん
の
語
り
か
け
や
匂
い
に
応
じ

て
、
赤
ち
e
ん
は
さ
ま
ざ
ま
な
反
応
を
示
す

で
し
ょ
－
つ
。
こ
の
．
や
り
と
り
一
が
、
赤
ち

○
ん
の
心
の
成
長
に
と
っ
て
重
要
で
す
。

授
乳
は
、
お
母
さ
ん
の
健
康

に
と
っ
て
も
良
い
こ
と
で
す

赤
ち
ゃ
ん
に
「
母
乳
」
を
与
え
る
こ
と

は
、
お
母
さ
ん
に
と
っ
て
も
、
産
後
の
体
の

回
復
を
早
め
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

授
乳
す
る
と
乳
が
ん
に
か
か
り
に
く
い
、
と

い
う
調
査
結
果
も
あ
り
ま
す
。

仕
率
が
忙
し
く
て
授
乳
時
間
が
と
れ
な

い
、
母
乳
が
出
な
い
1
－
さ
ま
ざ
ま
な
理
由

で
、
人
工
ミ
ル
ク
に
頼
っ
て
い
る
人
が
多
い

か
と
思
わ
れ
ま
す
。
で
も
、
甘
め
玉
露
一

・
五
か
月
ま
で
は
母
乳
だ
け
で
育
て
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

「
元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
」

の
参
加
者
を
募
集
し
て

い
ま
す

広
報
「
お
ん
が
」
で
は
、
十
二
月
号
か
ら

の
「
元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
」
の
参
加
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

官
製
は
が
き
に
住
所
・
父
母
の
氏
名
・
赤

ち
ゃ
ん
の
名
前
と
生
年
月
日
・
愈
話
番
号
を

記
入
の
上
、
遠
賀
町
役
坊
企
画
調
整
課
「
元

気
な
赤
ち
⇔
ん
係
」
宛
お
出
し
く
だ
さ
い
。

対
象
は
一
輪
美
浦
の
赤
ち
ゃ
ん
で
応
募
さ

れ
た
は
が
き
か
ら
毎
回
二
名
つ
つ
掲
鼓
し
ま

す。
写
真
は
掘
影
に
伺
い
ま
す
。
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優
生
保
護
法
と
は
日

新
尾
田
申
産
婦
人
科
　
田
　
中
　
壮
　
介

今
の
優
生
保
鍾
法
は
い
つ
作
ら

れ
た
の
で
す
か

昭
和
二
十
五
年
こ
ろ
と
思
い
ま
す
。
時
の

首
相
吉
田
茂
氏
と
侵
生
保
護
協
会
々
長
の
谷

口
迩
二
郎
氏
の
間
で
作
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
こ
の
法
律
を
実
行
で
き
る
の
は
、
学
術
経

験
を
兼
ね
た
優
生
法
宿
定
医
と
い
う
資
格
を

持
っ
た
医
師
に
限
ら
れ
て
い
て
、
法
の
濫
用

に
歯
止
め
を
か
け
た
の
で
す
。

戦
時
中
は
ど
う
で
し
た
か

戦
時
中
は
富
国
強
兵
の
政
策
で
、
生
め
よ

ふ
や
せ
の
時
代
で
す
。
し
か
し
、
神
か
ら
授

か
っ
た
赤
ち
○
ん
を
次
か
ら
次
に
沢
山
生
め

る
人
は
、
よ
ほ
ど
条
件
の
恵
ま
れ
た
人
で
し

た
。
今
の
よ
う
に
、
ピ
ル
も
リ
ン
グ
も
な
く

避
妊
具
は
兵
隊
さ
ん
の
方
に
配
給
ざ
れ
て
市

販
に
は
少
な
か
っ
た
の
に
、
誰
も
が
言
わ
ず

語
ら
ず
に
受
胎
調
節
を
何
ら
か
の
方
法
で
合

っ
て
い
た
の
が
実
情
で
す
。

胎
児
の
生
命
を
陶
に
葬
る
こ
と
は
憩
い
こ

と
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
が
、
終
戦
後
の
苦
境

を
救
い
、
駐
留
軍
と
の
混
血
児
を
最
少
隈
に

食
い
止
め
、
日
本
民
族
を
護
持
す
る
に
は
あ

の
法
律
を
作
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で

す
。
世
界
が
篤
く
程
の
日
本
復
興
の
陰
に
は

こ
の
法
律
の
恩
恵
が
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て

は
な
り
ま
せ
ん
。

た
し
か
に
今
日
の
性
道
徳
は
乱

れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の

原
因
は
伺
で
し
ょ
う
か

戦
後
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
司
令
蔀
が
企
画
し
た

の
は
、
日
本
国
の
弱
体
化
で
す
。
そ
の
一
環

と
し
て
、
日
杢
占
来
か
ら
の
鮭
の
純
潔
思
想

を
破
棄
し
て
、
性
の
自
由
、
開
放
の
思
想
を

輸
入
し
た
の
で
す
。
今
日
の
テ
レ
ビ
や
週
刊

紙
で
は
怪
に
関
す
る
範
密
か
は
ん
濫
し
て
い

ま
す
。
怪
の
常
識
の
な
い
人
た
ち
が
、
こ
れ

ら
の
誘
惑
や
衝
動
に
負
け
て
無
用
の
人
工
中

絶
を
繰
返
し
て
い
る
の
で
す
。
し
た
が
っ
て

法
律
を
改
正
し
て
も
由
緒
の
数
は
減
り
ま
せ

ん
。
目
下
の
急
務
は
、
性
教
育
を
徹
底
さ
せ

る
こ
と
で
す
。

性
教
育
が
日
本
で
は
難
し
く
、
下
手
す
る

と
逆
効
果
に
な
り
が
ち
で
す
が
、
現
状
を
救

う
に
は
こ
れ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
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ll月下期の遠賀町主要行事

日南 ��行∴∴事　内　容i時　間i実施会場 ���担当係名1日的及び主な対象等 ��詳　細 

） 12／15 ��ィンフルエンザ予防接種i憂慰粥i町内各醗 ���保健衛生係 � �8ページ 

16 �金 �園芸教室⑥l9：30－11車央公民館 ���社会締係匡教艶　l 

18 �日 �少年武道大音 ��遠賀南中学校 動労着任青 センタ÷ 浅木小学校 �体　育　係 �柔道 �I 
剣道 

空手 

遠賀郡震莱中軸詑認 ���産業係 �テニラT未来あため に残そう．／すぼらし さ地域震業」 �3ページ 

19 �月 �乳　児　相　中：30－10車軸室 ���保健衛生係 �生後3－6カ月児　トーン 

20 �火 �家庭教育学年00－12車央公民館 ���社会教育係 �家庭教育学級生 � 
離乳食料理実習中－15：00 ��匡公民館 �保健衛生係 �栄糞指導 家族計画 �8ページ 

22 �木 �定例民生腫委員会19：30－12車2会謹 ���福　祉　係 � � 
婦　人　学　級　② �10：00－12中央公民可 ��社会教育係 �婦人学級生 � 

消費生活相談中一16：00匡別館i 手話∴請∴習会④巨00ー20‥30車中 ���産業係国籍盤濡ての蓄 ��4ページ 

社会教育係 �受鶉生 � 

25 �日 �遠賀郡内消防団 防火パレード �響嵩車内一円 ��庶∴務　係 �大切火の始末 �4ページ 

2王 ��心配ごと相中00－16：00匡別館 ���福∴祉∴係 �相談内容は⑭で料金無料で � 

26 ！ 12／2 �月 ） 目 �警呼号火鐸軸日詰‖師合計 ���庶　務　係 �轟擦携・火の元を中ページ 

27 �火 �妊婦柏土30　南保車 ���保健衛生係 �妊産婦 �8ページ 

引水 ��老　人　大　学　院甲：00－15：00中央公民館 ���社会教育係　　老人大学院生 �� 

古木 ��手話∴離∴習会⑤巨00～20中央館 ���社会教育孫 �　　　　　i 受講生 � 

30 �金i �蕎鰯‡坤10‥00十 　　【 ��　i 中央公民館 �社会教育係 �子ども会育成会、PTA会 員∴豊かな心を作る家庭教 育部会員、町民会談、家庭 都会風、婦人団体賞 � 

雇用保険は正しく受給して確かな就職をしましょう
－11月は「雇用保険不正受給防止啓発月間」－

◎失業給付は、失業して仕事を探している場合だけ支給されます。

◎パート・アルバイト等で働いている人には、失業給付は支給されません。

◎不正受給は、必ず発見され、厳しく処分されます。


